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( 1 ) ⼨日本書紀⽞によると，曇徴(生没年不詳)は，推古十八年(西暦610年)三月
に渡来して，日本に絵具や紙墨，碾磑の製造技術を伝えたという。
( 2 ) 〈しへい〉とあるが，この左大臣は藤原時平(871-909)を指していると思わ
れる。













( 5 ) 学名は丸葉萩を指している。
( 6 ) 日本のニガキはニガキ科ニガキ属，学名は Picrasma quassioides。








( 8 ) 学名はトロロアオイを指している。根部から抽出される⽛ねり(糊)⽜とい
う粘液は，紙漉きの添加剤として使用された。
( 9 ) ⼦住宅の内部は，溝に沿って動く衝立〈襖〉によって，複数の部屋に分か
れている。窓に相当する〈障子〉もまた，溝に沿って動く⽜(ユンカーの注)
(10) ⼦松煙墨⽜とは松の木を燃焼させてできた煤で作られる墨。⽛油煙墨⽜とは
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菜種油などに灯心をともしてできた煤で作られる墨。
(11) ⼦間とは1ｻ86メートルまたは六尺のこと。尺は31センチに相当する⽜(ユン
カーの注)
(12) ⼦升とは日本の量り売り単位で，1738グラムである。斤は中国の分量。西
洋人にはカティと呼ばれていて，520グラムである⽜(ユンカーの注)
(13) ⼦圭⽜と⽛毛⽜の漢字を混同しているか。
(14) ⼦日本人の祭りという章の，大日本，大仏という項目を参照のこと⽜(ユン
カーの注)
(15) ニホンアナグマはイタチ科アナグマ属で，古来よりタヌキ，ハクビシンと
ともにムジナと呼ばれる。
(16) ⼦細く短い筒を用いて，水を容器から硯石の上に滴らせる⽜(ユンカーの
注)
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